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土
建
板
橋
災
害
救
助
隊
は

7
月
11
日
、
支
部
会
館
で
今

年
度
初
め
て
と
な
る
防
災
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

水
害
の
発
生
し
や
す
い
時

期
に
合
わ
せ
て
、
風
水
被
害

に
ど
う
対
処
し
命
を
守
る
か

を
テ
ー
マ
に
、
東
京
マ
イ
・

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
教
材
に

し
、
学
習
し
ま
し
た
。
12
分

会
か
ら
28
人
の
仲
間
が
参

加
。
講
師
は
恒
例
と
な
っ
て

い
る
市
民
防
災
研
究
所
の
伊

藤
英
司
主
任
研
究
員
で
す
。

命
を
守
る
た
め
の

行
動
計
画

2
時
間
の
中
で
、
前
半
は

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
つ

い
て
の
学
習
。
マ
イ
・
タ
イ

ム
ラ
イ
ン
と
は
事

前
の
防
災
行
動
計

画
で
水
害
・
土
砂

災
害
が
発
生
す
る

恐
れ
が
あ
る
時
に

命
を
守
る
た
め
の

防
災
行
動
を
あ
ら

か
じ
め
決
め
て
お

く
こ
と
。
適
切
な

行
動
を
と
る
こ
と

で
命
が
助
か
る
と

強
調
し
ま
し
た
。

特
に
板
橋
区
に

お
い
て
は
、荒
川
、

白
子
川
、
新
河
岸

川
、
石
神
井
川
の

氾
濫
が
起
こ
り
う

る
と
し
、
区
内
の

洪
水
と
土
砂
災
害

の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
解
説
し
ま
し

た
。「
地
震
と
異
な

り
、
洪
水
は
突
然

襲
っ
て
こ
な
い
。

家
族
と
共
に
、
ど

こ
に
避
難
す
る
か

を
考
え
て
お
く
こ

と
が
必
要
」
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
自
宅
に
と
ど
ま
る
場

合
は
、
国
や
東
京
都
が
示
し

て
い
る
家
屋
内
安
全
確
保
の

3
条
件
、
①
浸
水
継
続
時
間

が
3
日
未
満
、
②
居
室
が
浸

水
深
よ
り
高
い
、
③
居
室
が

氾
濫
流
に
よ
り
家
屋
流
出
の

恐
れ
が
あ
る
区
域
外
で
あ

る
、こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

避
難
計
画
を
各
自

で
立
て
る

後
半
は
、
実
際
に
東
京
マ

イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
と
板
橋

区
防
災
ガ
イ
ド
・
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
用
い
、
参
加
者
自

身
の
家
ま
た
は
分
会
セ
ン
タ

ー
か
ら
の
避
難
計
画
を
各
自

で
立
て
ま
し
た
。

ま
ず
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

で
自
宅
地
域
の
リ
ス
ク
を
確

認
し
、
避
難
す
る
場
所
を
決

め
た
の
ち
に
、
避
難
開
始
の

タ
イ
ミ
ン
グ
を
考
え
ま
す
。

時
系
列
に
情
報
の
収
集
と
状

況
に
応
じ
た
行
動
を
と
る
こ

と
を
考
え
ま
す
。

警
戒
レ
ベ
ル
と
避
難
情
報

が
新
し
く
法
改
正
さ
れ
て
、

警
戒
レ
ベ
ル
3
で
避
難
を
開

始
し
、
レ
ベ
ル
4
ま
で
に
必

ず
避
難
す
る
こ
と
を
強
調
し

ま
し
た
。

板
橋
区
は
、
想
定
被
災
内

容
に
応
じ
て
避
難
所
を
開
設

し
て
い
く
の
で
、
防
災
メ
ー

ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
の
登
録

や
、
防
災
・
緊
急
情
報
サ
イ

ト
の
登
録
が
必
要
と
述
べ
ま

し
た
。

初
め
て
知
っ
て
勉

強
に
な
っ
た

参
加
者
か
ら
は
「
防
災
無

線
が
聞
こ
え
ず
、
そ
の
対
策

案
は
な
い
の
か
」
「
避
難
所

の
受
け
入
れ
の
タ
イ
ミ
ン
グ

は
」
な
ど
の
質
問
も
あ
り
、

参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

は
、
「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
初

め
て
知
っ
て
勉
強
に
な
っ

た
」
「
避
難
と
タ
イ
ミ
ン
グ

が
重
要
」
「
自
宅
の
災
害
レ

ベ
ル
が
高
い
こ
と
が
分
か
っ

た
」
「
災
害
マ
ッ
プ
を
改
め

て
真
剣
に
見
た
」
な
ど
わ
か

り
や
す
か
っ
た
と
好
評
で
し

た
。

3
0
0
人
の
救
助

隊
目
指
し
て

石
川
政
利
災
害
救
助
隊
隊

長（
写
真
）は
、
昨
年
度
目
標

だ
っ
た
2
5
0
人
の
救
助
隊

組
織
を
達
成
し
、
さ
ら
に
3

0
0
人
を
目
指
し
、
仲
間
を

増
や
し
て
い
こ
う
と
、
救
助

隊
加
入
増
を
訴
え
ま
し
た
。

次
回
の
要
望
と
し
て
、
救

急
救
命
講
習
を
ぜ
ひ
実
施
し

て
ほ
し
い
と
の
声
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。
9
月
に
行
う
予

定
で
す
。

2
0
2
1
年
も
東
京
土
建
国
保
保
険
料
減
免
制
度
を

実
施
し
ま
す
。

【
期
間
】
7
月
1
日
（
木
）
〜
11
月
19
日
（
金
）

【
受
付
場
所
】
支
部
会
館
2
階

※
詳
細
は
3
面

8
月
9
日
（
月
）
〜
8
月
13
日
（
金
）

夏
季
休
業
の
た
め
事
務
所
閉
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

8
月
17
日
（
火
）
は
午
後
2
時
か
ら
書

記
局
会
議
の
た
め
事
務
所
閉
ま
り
ま
す
。

東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
中
止
の

決
断
は
つ
い

に
下
さ
れ

ず
、
デ
ル
タ

株
に
よ
る
感
染
拡
大
に
よ
る

「
緊
急
事
態
宣
言
下
の
五
輪
」

を
現
実
の
も
の
と
し
て
し
ま

い
ま
し
た
▼
7
月
17
、
18
日

に
実
施
し
た「
朝
日
」の
世
論

調
査
で
、こ
の
夏
に
東
京
五

輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
開

く
こ
と
に
賛
成
33
％
、
反
対

55
％
。
菅
義
偉
首
相
が
繰
り

返
す「
安
全
、
安
心
の
大
会
」

に
は「
で
き
な
い
」が
68
％
に

上
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
国

民
が
コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
へ

不
安
を
感
じ
て
い
ま
す
▼
大

会
に
は
2
0
0
以
上
の
国
・

地
域
な
ど
か
ら
約
1
万
1
0

0
0
人
の
選
手
が
参
加
。
民

意
無
視
の
大
会
は
、
ア
ス
リ

ー
ト
を
窮
地
に
追
い
こ
ん
で

も
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
五

輪
で
選
手
は
危
険
に
さ
ら
さ

れ
、
思
う
に
ま
か
せ
な
い
環

境
で
練
習
し
、
国
民
だ
け
で

な
く
世
界
か
ら
も
祝
福
さ
れ

な
い
大
会
へ
の
出
場
を
強
い

ら
れ
て
い
る
と
言
え
ま
す
▼

開
幕
前
日
に
、
過
去
に
つ
く

っ
た
コ
ン
ト
で
ユ
ダ
ヤ
人
虐

殺
を
や
ゆ
し
て
い
た
こ
と
が

発
覚
し
た
た
め
開
閉
会
式
の

シ
ョ
ー
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
が
解

任
。
人
権
侵
害
の
言
動
に
よ

る
五
輪
関
係
者
の
辞
任
が
何

度
も
繰
り
返
さ
れ
ま
し
た
▼

何
の
た
め
の
、
誰
の
た
め
の

五
輪
か
と
い
う
根
本
問
題
は

今
後
も
問
わ
れ
続
け
ま
す
。

水
害
・
土
砂
災
害
の
対
策
を
ワ
ー
ク
で
学
ぶ

水
害
・
土
砂
災
害
の
対
策
を
ワ
ー
ク
で
学
ぶ

東京マイ・タイムライン講習会

午
前
中
は
伊
藤
英

司
さ
ん
を
講
師
に

学
習
し
ま
し
た

土建板橋災害救助隊 防災セミナー土建板橋災害救助隊 防災セミナー

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感

染
拡
大
に
よ
り
収
入
が
減
少
し
た

被
保
険
者
等
に
係
る
保
険
料
（
保

険
料
・
介
護
保
険
料
）
の
減
免
の

実
施

支部事務所
休 業 期 間
支部事務所
休 業 期 間

東
京
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
キ
ッ
ト
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円
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購
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ま
す
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今
回
、
林
教
宣
部
長
の
代

わ
り
に
7
月
10
日
に
東
京
土

建
本
部
で
行
わ
れ
た
「
2
0

2
1
年
平
和
共
同
取
材
（
第

2
回
教
宣
部
会
）
」
に
参
加

し
て
き
ま
し
た
。
午
前
中
は

麻
布
米
軍
ヘ
リ
基
地
撤
去
実

行
委
員
会
共
同
代
表
の
川
崎

悟
さ
ん
の
講
演
を
お
聴
き
し

ま
し
た
。
午
後
か
ら
武
蔵
野

市
延
命
寺
の
住
職
・
中
里
崇

亮
さ
ん
の
講
演
を
お
聴
き
し

ま
し
た
。

教
宣
部
／
綿
貫
勝
則
（
新

赤
塚
分
会
）

港
区
六
本
木
七
―
二
十
三

―
十
七
の
東
京
の
ど
真
ん
中

に
米
軍
の
麻
布
ヘ
リ
基
地
が

あ
り
ま
す
。

こ
ん
な
と
こ
ろ
に
米
軍
麻

布
ヘ
リ
基
地
が
有
っ
た
な
ん

て
、
全
く
知
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
関
心
が
無
か
っ
た
と
言

っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。
日
本

は
戦
争
で
負
け
て
、
ア
メ
リ

カ
軍
の
占
領
地
で
あ
る
の

か
、
ア
メ
リ
カ
に
良
い
様
に

使
わ
れ
て
い
る
の
か
？

ア

メ
リ
カ
軍
に
守
っ
て
も
ら
っ

て
い
る
の
か
？

様
ざ
ま
な

考
え
方
が
有
る
の
と
、
戦
後

76
年
、
復
興
し
て
、
バ
ブ
ル

が
有
り
、
衰
退
が
有
り
、
コ

ロ
ナ
に
な
り
。
日
本
の
経
済

の
背
後
に
は
、
ア
メ
リ
カ
国

家
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

米
軍
に
聞
く
こ
と

す
ら
し
な
い
日
本

政
府今

回
、
米
軍
ヘ
リ
が
通
常

の
ヘ
リ
が
飛
ん
で
は
い
け
な

い
低
空
飛
行
の
話
し
を
聴
き

ま
し
た
が
、
な
ぜ
低
空
飛
行

を
し
て
い
る
の
か
？

訓
練

な
の
か
、遊
覧
飛
行
な
の
か
、

日
本
政
府
は
聞
く
こ
と
す
ら

出
来
な
い
様
で
す
。
ア
メ
リ

カ
と
日
本
は
対
等
な
国
と
言

え
る
の
で
し
ょ
う
か
？

こ
れ
か
ら
、
少
し
で
も
興

味
を
持
っ
て
、見
聞
き
し
て
、

抗
議
出
来
る
国
、
人
で
あ
る

べ
き
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

7
月
1
日
午
後
7
時
よ

り
、
支
部
会
館
で
板
橋
支
部

安
全
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。池

袋
労
働
基
準
監
督
署
か

ら
安
全
衛
生
課
・
松
本
課
長
、

3
Ｍ
ジ
ャ
パ
ン
か
ら
、
安
全

衛
生
製
品
事
業
部
の
山
名
さ

ん
を
迎
え
、
23
人
の
参
加
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

松
本
課
長
か
ら
は
、
昨
年

か
ら
今
年
に
か
け
て
の
建
設

現
場
で
の
労
働
災
害
の
発
生

状
況
、
そ
の
中
で
の
墜
落
事

故
の
状
況
な
ど
の
説
明
が
あ

り
、
比
較
的
、
低
い
高
さ
か

ら
の
墜
落
で
も
、
重
大
事
故

が
発
生
す
る
可
能
性
が
高
い

こ
と
な
ど
、
注
意
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
の
こ
と
で
し

た
。熱

中
症
は

軽
く
て
も
注
意
し
て

ま
た
、
熱
中
症
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
ほ
ど
、
気
温
が
高

く
な
く
て
も
、
高
湿
度
の
環

境
で
は
、
熱
中
症
に
な
り
や

す
い
と
か
、
高
温
の
環
境
へ

の
体
の
順
化
が
必
要
で
あ
る

と
の
こ
と
で
し
た
。
又
、
現

場
で
は
軽
い
症
状
で
も
、
帰

宅
し
て
か
ら
、
症
状
が
急
変

し
て
、
翌
朝
、
死
亡
し
て
い

る
事
案
も
あ
り
、
慎
重
に
対

処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

の
こ
と
で
す
。

参
加
者
も
参
加
し
て

の
落
下
実
験

3
Ｍ
の
山
名
氏
か
ら
は
、

動
画
を
用
い
な
が
ら
、
フ
ル

ハ
ー
ネ
ス
型
安
全
帯
の
有
効

性
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
会
場
に
設
置
さ
れ

た
足
場
を
使
っ
て
の
低
高
度

か
ら
の
落
下
実
験
が
わ
か
り

や
す
く
、
参
加
者
も
参
加
し

て
の
落
下
実
験
も
行
わ
れ
、

例
え
、
低
高
度
か
ら
の
落
下

に
つ
い
て
も
、
フ
ル
ハ
ー
ネ

ス
型
安
全
帯
の
有
効
性
を
目

に
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
変

参
考
に
な
り
ま
し
た
。

【
舟
渡
高
島
分
会

内
田
恒

夫
】

お
昼
の
休
憩
後
、
武
蔵
野

市
延
命
寺
の
住
職
さ
ん
・
中

里
崇
亮
さ
ん
の
講
演
を
お
聴

き
し
ま
し
た
。

都
立
武
蔵
野

中
央
公
園
は
、

東
京
都
武
蔵
野

市
八
幡
町
に
あ

る
約
十
一
万
平

方
メ
ー
ト
ル
の

敷
地
の
公
園
で

す
。戦

時
中
は
、

中
島
飛
行
機
武

蔵
野
製
作
所
と

い
う
大
軍
需
工
場
が
あ
り
ま

し
た
。
東
洋
一
と
い
わ
れ
た

航
空
機
エ
ン
ジ
ン
の
大
工
場

で
、
有
名
な
零
戦
や
隼
の
エ

ン
ジ
ン
を
製
造
し
て
い
ま
し

た
。表

の
守
る
顔
、
逃

げ
る
と
い
う
裏
の

顔1
9
4
4
年
7
月
サ
イ
パ

ン
・
グ
ア
ム
島
が
陥
落
す
る

と
、
11
月
24
日
に
は
、
最
初

の
目
標
と
な
り
ま
し
た
。
煙

突
に
雲
の
絵
を
描
い
た
り
、

コ
ー
ル
タ
ー
ル
を
燃
や
し
て

煙
り
作
戦
を
考
え
た
り
と
、

防
衛
作
戦
を
必
死
に
考
え
た

そ
う
で
し
た
が
、
ア
メ
リ
カ

軍
の
威
力
に
は
も
ち
ろ
ん
歯

が
立
た
ず
、
中
島
を
「
守
る

と
い
う
表
の
顔
」
と
避
難
、

「
逃
げ
る
と
い
う
裏
の
顔
」

が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

数
回
の
空
爆
で
、
中
島
飛

行
機
武
蔵
野
製
作
所
だ
け
で

な
く
、
周
り
の
人
家
、
人
々

の
命
を
奪
い
、
崩
壊
し
ま
し

た
。日

本
兵
の
出
征
の
折
に
、

近
所
の
人
々
が
日
の
丸
の
国

旗
に
寄
せ
書
き
を
書
き
、
出

征
の
お
祝
い
と
表
の
顔
で
、

裏
の
顔
で
は
、
無
事
に
戻
っ

て
こ
ら
れ
る
様
に
と
、
親
戚

か
ら
贈
ら
れ
た
の
ぼ
り
（
写

真
左
）、
「
遺
髪
」
―
戦
地
に

行
く
と
き
に
切
っ
て
残
し
て

置
い
た
も
の
で
、
も
し
戦
死

し
て
遺
骨
が
帰
ら
な
か
っ
た

と
き
は
こ
れ
で
お
葬
式
を
あ

げ
る
よ
う
に
と
。
「
鉄
か
ぶ

と
」「
防
空
頭
巾
」「
爆
弾
の
破

片
」
「
敵
弾
の
貫
通
し
た
財

布
と
印
鑑
」
。
様
々
な
物
を

檀
家
さ
ん
達
が
お
寺
に
持
ち

寄
り
、
自
分
が
死
ん
で
も
、

後
世
に
残
し
た
い
と
い
う
思

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

二
度
と
こ
の
惨
事

を
起
こ
さ
な
い
決

意私
は
遠
巻
き
で
見
る
事
は

出
来
ま
し
た
が
、
展
示
品
を

実
際
手
に
取
っ
て
見
る
事
が

出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
情
け

な
い
で
す
が
、
そ
れ
程
の
人

々
の
想
い
が
込
め
ら
れ
て
い

る
様
に
感
じ
ま
し
た
。

こ
の
様
な
辛
い
事
が
あ
っ

た
事
、
人
々
の
悔
し
さ
を
受

け
止
め
る
事
の
大
切
さ
。
二

度
と
こ
の
惨
事
を
起
こ
さ
な

い
様
に
す
る
、
決
断
力
と
行

動
力
が
必
要
だ
と
確
信
し
ま

し
た
。

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
）
学
習
会

を
後
継
者
対
策
・
事
業
所
対
策
と
合
同
で
行
い
ま
す
。

〔
と
き
〕
８
月
２１
日
（
土
）

午
後
７
時
〜
午
後
９
時

〔
と
こ
ろ
〕
支
部
会
館
５
階

（
予
定
内
容
）

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
登
録
に
あ
た
り
、必
要
な
書
類
、申
込
書
の
書
き
方

技
能
者
登
録
の
た
め
の
準
備
な
ど

※
参
加
申
し
込
み
は
支
部
☎
03
―
3
9
6
3
―
5
3
2
5

本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本
部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部
平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平
和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和
共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共
同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同
取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取
材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材

本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本本
部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部
平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平
和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和
共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共
同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同
取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取
材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材材

講師の中里崇亮さんと日の丸に
書かれた寄せ書き

麻布米軍ヘリ基地について語る講師の川崎悟さん

武
蔵
野
の
空
襲
と戦

争
遺
物

武
蔵
野
の
空
襲
と戦

争
遺
物

麻
布
ヘ
リ
基
地
と

米
軍
低
空
飛
行
訓
練
問
題

麻
布
ヘ
リ
基
地
と

米
軍
低
空
飛
行
訓
練
問
題

フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
型
安
全
帯
を
つ
け
て
ぶ
ら
下
が
り
ま
す

フルハーネス型安全帯の
有効性を目にする

熱中症予防とフルハーネス型安全帯について学習

安全大会

建設キャリア
アップシステム
登録学習会

建設キャリア
アップシステム
登録学習会
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コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
組
合

員
及
び
家
族
の
生
活
再
建
を

支
援
す
る
た
め
、
東
京
土
建

国
保
保
険
料
（
保
険
料
・
介

護
保
険
料
）
の
減
免
を
実
施

し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
、
組
合

員
の
事
業
収
入
又
は
給
与
収

入
の
い
ず
れ
か
の
減
少
が
見

込
ま
れ
、
次
の
ａ
〜
ｃ
の
全

て
に
当
て
は
ま
る
組
合
員

ａ
：
組
合
員
の
事
業
収
入

等
の
減
少
額
が
2
0
2
0
年

又
は
2
0
1
9
年
の
当
該
事

業
収
入
等
の
額
の
10
分
の
3

以
上ｂ

：
組
合
員
の
20
年
（
19

年
と
の
比
較
の
場
合
は
19
年

及
び
20
年
）
の
合
計
所
得
金

額
が
1
、
0
0
0
万
円
以
下

ｃ
：
組
合
員
の
20
年
（
19

年
と
の
比
較
の
場
合
は
19
年

及
び
20
年
）
の
比
較
対
象
の

所
得
以
外
の
所
得
の
合
計
額

が
4
0
0
万
円
以
下

【
対
象
と
な
る
保
険
料
】

2
0
2
1
年
10
月
か
ら

【
収
入
の
減
少
率
と
保
険
料

の
減
免
割
合
】

〇
50
％
以
上（
4
カ
月
分
）

○
40
％
以
上
50
％
未
満

3
カ
月
分
）

○
30
％
以
上

40
％
未
満
（
2
カ
月
分
）

【
申
請
時
期
】

11
月
19
日
（
金
）
ま
で
と

し
ま
す
。
保
険
料
減
免
の
届

出
は
支
部
を
通
じ
て
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
支
部
☎
03
―
3

9
6
3
―
5
3
2
5
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

7
月
8
日
、
「
消
費
税
イ

ン
ボ
イ
ス
学
習
会
」
を
支
部

会
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
全

体
で
33
人
が
参
加
。

野
崎
委
員
長
の
開
会
あ
い

さ
つ
の
後
、
消
費
税
の
し
く

み
に
つ
い
て
、
税
金
対
策
担

当
の
後
藤
書
記
が
講
義
し
ま

し
た
。
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

の
学
習
の
前
に
消
費
税
に
つ

い
て
正
し
く
理
解
す
る
こ
と

が
必
要
」
と
述
べ
、
消
費
税

は
そ
も
そ
も
所

得
の
低
い
人
ほ

ど
重
い
不
公
平

な
税
金
で
、
輸

出
戻
し
税
で
1

円
の
消
費
税
も

払
っ
て
い
な
い

大
企
業
も
あ
り

ま
す
。

「
消
費
税
は

社
会
保
障
の
た

め
」
ど
こ
ろ
か

医
療
も
介
護
も

年
金
も
改
悪
さ

れ
て
き
ま
し

た
。
消
費
税
は

福
祉
目
的
税
で

は
な
く
福
祉
政

策
と
は
ま
っ
た

く
関
係
な
い
と

し
ま
し
た
。

苦
し
め
ら
れ
る

中
小
業
者

「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
と
は
、

制
度
導
入
で
ど
う
な
る
の

か
」
に
つ
い
て
板
橋
民
主
商

工
会
・
古
山
事
務
局
長
が
講

義
し
ま
し
た
。

2
0
2
3
年
10
月
1
日
か

ら
、
消
費
税
の
仕
入
税
額
控

除
の
方
式
と
し
て
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

（
イ
ン
ボ
イ
ス
方
式
）
と
は

日
本
語
に
す
る
と
（
適
格
請

求
書
等
保
存
方
式
）
で
イ
ン

ボ
イ
ス
を
発
行
で
き
る
の

は
、
「
適
格
請
求
書
発
行
事

業
者
」に
限
ら
れ
、
こ
の「
適

格
請
求
書
発
行
事
業
者
」
に

な
る
た
め
に
は
、
税
務
署
に

登
録
申
請
書
を
提
出
し
、
登

録
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
免
税
事
業
者
か
ら
の
仕

入
れ
は
消
費
税
の
税
額
控
除

が
で
き
な
く
な
る
た
め
、
免

税
事
業
者
は
排
除
さ
れ
か
ね

な
い
と
語
り
、
登
録
業
者
に

な
っ
て
も
過
重
な
区
分
経
理

が
押
し
付
け
ら
れ
る
な
ど
の

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
問
題
点

を
指
摘
し
ま
し
た
。

「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
」の
導

入
の
中
止
を
求
め
る
署
名
運

動
も
広
が
っ
て
お
り
、
今
後

の
取
り
組
み
が
重
要
で
す
。

緊
急
事
態
宣
言
や
ま
ん
延

防
止
等
重
点
措
置
の
影
響
で

減
収
が
続
く
間
、
2
0
2
1

年
4
月
・
5
月
・
6
月
の
そ

れ
ぞ
れ
、
1
カ
月
、
法
人
／

上
限
20
万
円
、
個
人
事
業
者

／
上
限
10
万
円
が
支
給
さ
れ

ま
す
。
対
象
は
、
緊
急
事
態

宣
言
や
ま
ん
延
防
止
措
置
が

発
令
さ
れ
た
地
域
の
①
飲
食

店
と
取
引
が
あ
る
か
、
②
外

出
自
粛
の
影
響
で
4
月
か
ら

の
1
カ
月
ご
と
の
売
上
が
、

コ
ロ
ナ
前
の
2
0
1
9
年
ま

た
は
2
0
2
0
年
の
同
じ
月

と
比
較
し
50
％
減
っ
て
い
る

こ
と
、
と
な
っ
て
い
ま
す
。

業
種
と
地
域
を
問
わ
ず
給
付

さ
れ
ま
す
。

★
必
要
書
類

〈
法
人
〉

①
19
年
〜
21
年
対
象
月
ま

で
の
売
上
台
帳
、
②
19
年
〜

21
年
取
引
先
情
報
、
③
19
年

・
20
年
確
定
申
告
書
類
、
事

業
概
況
説
明
書
、
④
履
歴
事

項
全
部
証
明
、
⑤
19
年
か
ら

の
通
帳
と
請
求
書
な
ど
、
⑥

宣
誓
書

〈
個
人
〉

①
19
年
〜
21
年
対
象
月
ま

で
の
売
上
台
帳
、
②
19
年
〜

21
年
取
引
先
情
報
、
③
19
年

・
20
年
確
定
申
告
書
類
、
④

本
人
確
認
証
、
⑤
19
年
か
ら

の
通
帳
と
請
求
書
な
ど
、
⑥

宣
誓
書

★
申
請
期
限

〈
4
月
・
5
月
分
〉

6
月
16
日
〜
8
月
15
日

〈
6
月
分
〉

7
月
1
日
〜
8
月
31
日

事
前
審
査
が
必
要
で
す
の
で

早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
ご
相
談
は
支
部
ま
で
☎
03

―
3
9
6
3
―
5
3
2
5

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
と
は

《
売
手
側
》

売
手
で
あ
る
登
録
事
業
者

は
、
買
手
で
あ
る
取
引
相
手

（
課
税
事
業
者
）か
ら
求
め
ら

れ
た
と
き
は
、
イ
ン
ボ
イ
ス

を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
（
ま
た
、
交
付
し
た
イ

ン
ボ
イ
ス
の
写
し
を
保
存
し

て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
）。

《
買
手
側
》

買
手
は
仕
入
税
額
控
除
の

適
用
を
受
け
る
た
め
に
、
原

則
と
し
て
、
取
引
相
手
（
売

手
）
で
あ
る
登
録
事
業
者
か

ら
交
付
を
受
け
た
イ
ン
ボ
イ

ス
の
保
存
等
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

東
京
都
議
会
議
員
選
挙

（
定
数
1
2
7
）は
、
7
月
4

日
投
開
票
さ
れ
、
自
民
党
が

第
1
党
に
な
り
ま
し
た
が
、

選
挙
協
力
し
た
公
明
党
と
合

わ
せ
て
も
過
半
数
に
は
届
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
投
票
率
は

42
・
40
％
（
前
回
51
・
28
％
）。

「
自
民
は
伸
び
悩
み
、
公

明
は
堅
調
、
都
民
フ
ァ
ー
ス

ト
の
会
は
踏
み
と
ど
ま
り
、

共
産
、
立
憲
民
主
両
党
は
健

闘
」
。
都
議
選
結
果
に
つ
い

て
マ
ス
コ
ミ
は
、
こ
の
よ
う

に
表
現
し
て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
状
況
が
悪
化
す
る
中
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
遅
れ
や
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
問
題
で
自

公
政
権
へ
の
批
判
が
高
ま
っ

た
こ
と
が
影
響
し
た
と
み
ら

れ
ま
す
。

組
合
で
は
土
建
国
保
の
補

助
金
確
保
な
ど
都
政
要
求
の

実
現
へ
向
け
、
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

板
橋
区
で
当
選
し
た
都
民

フ
ァ
ー
ス
ト
の
木
下
ふ
み
子

氏
を
巡
っ
て
は
都
議
選
翌
日

の
5
日
、
免
許
停
止
の
行
政

処
分
期
間
中
だ
っ
た
7
月
2

日
に
交
通
事
故
を
起
こ
し
て

い
た
こ
と
が
発
覚
。
都
民
フ

ァ
ー
ス
ト
を
除
名
処
分
に
な

っ
て
い
ま
す
。

改選時

25

23

46

18

8

1

1

4

獲得議席

33

23

31

19

15

1

1

4

政党名

自 由 民 主 党

公 明 党

都民ファースト

日 本 共 産 党

立 憲 民 主 党

生活者ネット

維 新 の 会

無 所 属

得票数

33，835

31，201

29，767

25，703

25，027

24，066

13，091

6，788

902

836

党派名

公 明 党

立 憲 民 主 党

都民ファースト

自 由 民 主 党

日 本 共 産 党

自 由 民 主 党

維 新 の 会

無 所 属

無 所 属

無 所 属

候補者名

かまた悦子

宮 瀬 英 治

木下ふみこ

松田やすまさ

とくとめ道信

河野ゆうき

まえだ順一郎

はしもと久美

太田まさかず

内山美津子

当

当

当

当

当

都議選の結果都議選の結果

免税事業者は排除されかねない

都政要求の実現へ
取り組みを進めます

登録業者になっても過重な区分経理

消費税インボイス学習会消費税インボイス学習会

２０２１年７月４日 東京都議会議員選挙
主な政党の獲得議席数

月
次
支
援
金

月
次
支
援
金

ご
相
談
は
組
合
へ

ご
相
談
は
組
合
へ

消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
学
習
会
の

参
加
者
の
み
な
さ
ん

コ
ロ
ナ
に
よ
る
収
入
減
な
ど

２０２１年７月４日 東京都議会議員選挙
板橋区選挙区（定数５） 結果

土
建
国
保
保
険
料
減
免
を

実
施
し
ま
す
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今
回
は
田
ん
ぼ
の
中
の
除

草
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

田
ん
ぼ
の
中
で
チ
ェ
ー
ン

を
引
っ
張
り
な
が
ら
や
る
チ

ェ
ー
ン
除
草
や
土
を
か
き
混

ぜ
る
よ
う
な
機
械
で
除
草
す

る
パ
ワ
ー
カ
ル
チ
除
草
等
様

々
な
除
草
が
あ
り
ま
す
が
、

米
農
家
は
楽
し
た
い
の
で
機

械
に
乗
っ
た
ま
ま
除
草
が
出

来
る
（
田
ん
ぼ
の
中
を
歩
か

な
く
て
も
よ
い
）
と
い
う
機

械
除
草
を
や
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
世
に
は
「
オ
ー
レ
ッ

ク
」
と
「
み
の
る
」
と
言
う

2
種
類
の
乗
用
除
草
機
が
存

在
し
ま
す
が
、
私
た
ち
が
好

ん
で
使
用
す
る
の
は
オ
ー
レ

ッ
ク
で
す
。
田
植
え
機
に
似

た
機
械
に
乗
り
な
が
ら
、
植

え
た
苗
を
壊
す
事
な
く
雑
草

だ
け
を
取
り
除
く
凄
い
機
械

で
す
。

で
す
が
多
々
あ
る
様
々
な

除
草
も
、
た
だ
機
械
で
田
ん

ぼ
に
入
っ
て
い
つ
で
も
気
軽

に
除
草
し
て
良
い
訳
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
除
草
機
械
は
と

に
か
く
重
た
い
の
で
何
度
も

田
ん
ぼ
に
入
っ
て
い
る
と
、

機
械
の
重
み
で
田
ん
ぼ
が
深

く
な
っ
て
し
ま
い
、
機
械
が

壊
れ
て
し
ま
っ
た
り
し
ま

す
。限

ら
れ
た
回
数
で
如
何
に

有
機
農
業
の
最
大
の
敵
で
あ

る
雑
草
を
始
末
出
来
る
か
、

タ
イ
ミ
ン
グ
を
考
え
て
除
草

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

土
建
国
保
に
加
入
の
方
は

日
本
国
内
で
宿
泊
旅
行
を
す

る
と
、ど
こ
の
宿
泊
施
設（
旅

館
・
ホ
テ
ル
・
ペ
ン
シ
ョ
ン

・
公
共
の
宿
な
ど
）
を
利
用

し
て
も
、
組
合
員
・
家
族
と

も
、
年
度
内
（
4
月
1
日
〜

翌
3
月
31
日
）1
人
1
回（
1

泊
分
）
が
補
助
さ
れ
ま
す
。

1
人
3
千
円
の
補
助
、
65
歳

以
上
は
5
千
円
で
す
（
宿
泊

当
日
の
年
齢
）
。

申
請
書
に
健
診
受
診
状
況

（
予
定
を
含
む
）
を
記
入
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
申

請
書
裏
面
の
注
意
事
項
を
ご

確
認
の
上
、
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

宿
泊
先
で
「
補
助
金
支
給

申
請
書
」
に
宿
泊
の
証
明
印

を
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。「
申

請
書
」
は
東
京
土
建
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

宿
泊
日
の
翌
日
か
ら
2
年

を
経
過
す
る
と
時
効
と
な

り
、
補
助
金
が
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

75
歳
以
上
の
組
合
員
「
ど
け

ん
共
済
会
」
か
ら
5
千
円

75
歳
以
上
の
組
合
員
は
、

ど
け
ん
共
済
会
の
「
宿
泊
旅

行
費
補
助
申
請
書
」
に
宿
泊

先
で
証
明
印
を
も
ら
っ
て
く

だ
さ
い
。
同
宿
さ
れ
た
配
偶

者
も
対
象
で
す
。
指
定
し
た

振
込
先
に
振
り
込
ま
れ
ま

す
。

求
人

○
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
工
・

パ
ー
キ
ン
グ
設
置
工

社
員

・
3
人
以
上
／
㈱
ア
イ
エ
ス

デ
ィ
ー
／
池
田
徳
幸
・
舟
渡

高
島
分
会
☎
0
3
―
3
9
3

4
―
3
1
4
0
／
要
普
免
・

見
習
い
可

○
建
築
施
工
管
理
技
士
・
電

気
工
事
現
場
管
理

社
員
等

2
人
／
㈱
ハ
タ
未
来
デ
ザ
イ

ン
研
究
所
／
幡
鎌
秀
一
・
前

野
中
台
分
会
☎
0
8
0
―
5

5
7
6
―
4
4
7
3
／
有
資

格
者

求
職

○
設
備
関
係

中
島
禎
治
・

事
業
所
分
会
☎
0
9
0
―
3

3
3
7
―
8
3
4
8

※
求
人
・
求
職
の
掲
載
の
お

申
し
込
み
は
支
部
事
務
所
☎

0
3
―
3
9
6
3
―
5
3
2

5
ま
で
。
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
本
部
機
関
紙
・
携
帯
サ

イ
ト
・
支
部
機
関
紙
・
群
会

議
の
話
題
に
掲
載
さ
れ
ま

す
。

2021年9月26日（日）
【申込締切】8月5日（木）
【実施場所】 小豆沢病院 （定員60名）

平日の健診も
ご利用ください

※日曜健診は午前のみの受付となります。午後はお申込みできませんのでご注意ください。
※オプション健診は有料です。申込時に費用を組合へ納入下さい。分会経由で納入する場合は群会議でお支払いください。

※日曜健診は予約制です。必ず組合へお申し込みください。

問い合わせ先／東京土建板橋支部 TEL０３-３９６３-５３２５

日 程 表
2021年8月

機関会議など

拡大執行委員会（12時半～）

中執

書記局会議（事務所閉まります）・四役

常任

執行委員会

発送

書記局会議2時～（事務所閉まります）

分会長会議・共済審査

組合活動

不戦のつどい

納入日

立看行動

本部報告

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

⑧
前立腺がん

1，000円
50歳以上の
土建国保加
入者
無料

⑦
大腸がん

1，000円
40歳以上の
土建国保加
入者
基本に含む

⑥
有機溶剤

（キシレン・ト
ルエン・エチル
ベンゼン選択）

1，000円

⑤
じん肺

1，000円

④
骨粗鬆症

2，000円

③
胃がん

（バリウム）

3，000円
50歳以上の
土建国保加
入者
無料

②
胃がん

（カメラ）
平日のみ

8，000円
50歳以上の
土建国保加
入者
3000円

①
基本健診

無料

項目

費用

組合総合共済（慶弔・住宅災害・資格取得）
20，000円

50，000円

20，000円

5，000円（図書カード）

50，000円

100，000円

30，000円

10，000円

全焼壊 :130，000円

半焼壊 :65，000円

部分焼壊 :25，000円

国家資格・作業主任者10，000円

ライカ34:5，000円

〇申請が必要です。お問い合わせは支部まで☎03-3963-5325

成人祝金

結婚祝金

出産祝金

新入学祝金

臓器提供見舞金

本人

配偶者

家族

住宅災害見舞金

資格取得祝金

若年者講習共済

死亡弔慰金

金額

3000円

5000円

5000円

年齢

～64歳

65歳～

75歳～

対象

土建国保加入者
（家族含む）

どけん共済

宿
泊
旅
行
補
助

宿
泊
旅
行
補
助

土
建
国
保
加
入
者

1
人
3
千
円

田
ん
ぼ
の
除
草

日曜健康診断のご案内

夏
季
休
業

お
き
た
ま
だ
よ
り

お
き
た
ま
だ
よ
り
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